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　私は2013年に現在の職に就いて，大学には車で通

勤している。片道50km超えで時間もかなり費やす。

冬季間は通勤時間が少しずつ長くなったりしてい

るが，これまでに2回程大雪でひどい目にあってい

る。一つは2016年1月の月曜日の朝で，週末に大雪

が降った。月曜の朝はいつも通り朝6時出発して自

宅近くの国道116号線は問題なく走行できたのだが，

大学までの中間地点に差し掛かったところで大渋滞

に会い，一向に進む気配がない。行きの途中で給油

を予定していたため，ガソリンも心許ない状態であ

る。そこから3時間以上で進んだ距離は1 ～ 2km程

度である。いつも給油するスタンドはもうすぐだが

一向に進まない。既にエンプティランプは点滅し始

めたので，仕方なくハザードランプを点け，後ろの

車に声掛けして道路を歩き始めた。路面は凍ってお

り，足下は不安定である。10分程歩いてようやくス

タンドに到着して，ガソリンタンクを拝借して10 l

を入れた。途中大学に電話したら，案の定，市内も

交通渋滞でバス等も動いていないため本日は休校と

のこと。車に戻る途中，渋滞がやや解消して動き始

めた。私の車はハザードが点滅して後ろの車が邪魔

そうにして追い越していく。車に給油している最中

もバツが悪かったがエンジンをかけて，スタンドに

タンクを返して，その日は大学へ行かずに引き返し

た。自宅に到着したのは12時頃で疲労困憊であっ

た。しっかりと冬通勤の洗礼を受けたのだった。

　もう一つは2022年12月である。柏崎市で大渋滞

となって全国ニュースにも載った有名なヤツに私も

しっかり巻き込まれたのである。この日も月曜日で，

週末に大雪が降ったパターンである。やはり早朝に

自宅を出発して，国道116号線は比較的順調に移動

できた。柏崎市内に入ると渋滞ではあるが，ゆっく

り動いてはいた。国道8号線も除雪ができていたが，

脇道にまでは及ばない。大雪ですれ違うことが難し

かったり，路面は雪でボコボコの状態だったりと車

は上下に揺れている。いつもの2倍は時間を費やし

たが，9時には何とか大学に到着することができた。

当然のことながら大学は休校であったが，学生や教

職員などチラホラ出勤している。昼間もずっと降雪

が続き，校内放送で午後4時には施錠するとの案内

が入った。3時頃に研究室を出たのだが，駐車場で

は車が雪で埋まっており，朝から50cm程積雪して

いる。ここから雪かきが始まった。実はこの時は左

腕を骨折しており，スコップを持つ手に力が入らな

い。車上の雪を落として，車の前側の雪を掘ってい

るのだが，車がスタックしてそこから動き出すこと

ができない。遠くで除雪車が動いているが，そこま

でには程遠い。何台かスタックしていたので，お互

いに助け合い車を押してもらって漸く脱出できた。

そこから帰宅だが，国道8号線へ何とか4時頃に出

たのだが，そこから一向に進まない。1時間たって

も数十メートルである。我慢できずに脇道に入り，

迂回して再び国道8号線へ合流するルートを選択し

た。そこではかろうじて流動しており助かった。結

局は信号2台分を進むのに1時間を費やしている。

合流して後ろを振り返ると大型トラックがスタック

しており，これが国道を塞いでいたのだ。その後も

ノロノロ運転は続く，反対の柏崎市内へ向かう車線

は一切動いていない。国道8号線から分かれて国道

116号線に入ったのだが，2車線あるうちの右側車線

は除雪されずに50cm以上の積雪状態である。左側

車線も除雪はされていないので轍状でボコボコであ

る。対向車線は一向に動かずに連なっている。対向

車に関しては動かないし脇道には入れないため，完

全に閉じ込められた状態である。ニュースでは一晩

明かした様子が流れていたが，私も他人ごとではな

かった。結局，国道116号線に分かれてからも15km

以上はこの状態が続き，20km位走行すると積雪も

少なくなり，ストレスなく運転することができた。

自宅に到着したのは午後9時頃であり，ようやく安

堵した次第である。翌日はニュースを注視しなが

ら，自宅で安穏としていたのは言うまでもない。

　雪国での生活ではよくあることであるが，こんな

目にあっても研究対象でもあるため，毎冬の雪の降

り方に関しては複雑な思いである。
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